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本日、９月３０日で「秋の全国交通安全運動」期間は終

了しますが、季節が進むにつれ、日没の時刻が早まり、１

７時３０分ともなれば、周囲は薄暗くなってくる時間です。

生徒の皆さんは、日頃から自分の家庭や学級で「交通安全」や「不審者・不審車両」対策についての注

意事項や心得を耳にしているので、わかっていることと思いますが、日頃から自身でシミュレートする

ことで、より安全性を高めることができますので気を付けてほしいと思います。特に、日常使用してい

る自転車での走行時にも交通ルールが適用されますので、それをしっかり守ることが自分や周囲の人た

ちの安全（＝守ること）につながるということを意識してください。

～自転車安全利用五則～ １ の「例外」とは、車道の交通量が多く、

１ 自転車は、車道が原則、歩道は例外。 車道を走行することで、事故の危険性が高まる

２ 車道は左側を通行する。 場合や、車道を走行するより、歩道の幅が広く、

３ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行する。 歩行者の安全が十分に確保されていると判断で

４ 安全ルールを守る。 きる場合。などです。

５ 子供はヘルメットを着用する。 ２ は、「車道」は左側です。（車と一緒）交

通量が非常に多い道路で、右側にしか歩道がな

い道路を走行することで、事故の危険性が高まると判断される場合には、歩道上を歩行者の安全を確保

しながら右側走行しても問題ありません。

ここで大切なことは、適切な「判断」が求められるということです。皆さんは、まだ中学生ですが、

自転車を利用する上では成人と同等の責任を負って利用しているということを理解することが必要です。

さらに、「北海道自転車条例」が制定されていますので紹介します。

・自転車を利用する際はヘルメットの着用に努めましょう。自転車損害賠償保険等に加入しましょう。

・自転車の点検整備に努めましょう。

となっています。ヘルメットの着用は転倒や衝突時に負うダメージの軽減、点検整備は使用者の安全

意識の定着を図っています。ここでは、「並走禁止」ですとか「手放し運転禁止」や「ながらスマホ厳禁」

などは謳われていません。もう、それは当たり前のことだからです。

自転車の運転者（利用者）であり、歩行者でもある皆さんは、互いに注意しながら、互いの立場を尊

重しながら、安全で快適に道路を利用できるようにしていきましょう。



先月号でお伝えする予定でしたが、今月号への掲載となっ

てしまいお詫びいたします。次年度へ向けて、改善を図りつ

つ生徒たちにとってより良い行事となるように進めてまいり

ます。

１０月の主な行事予定
１日(金) 英語検定 １２日(火) お弁当の日
４日(月) 身体測定・視力検査 １３日(水) 宿泊研修（２年）～１４日
４日(月) 常任委員会（前期） １４日(木) 学力テスト総合Ｂ（３年）
５日(火) 常任委員会（後期） ２０日(水) 中連音楽発表会
６日(水) 交通安全街頭指導～８日まで
７日(木) 生徒総会議案審議
８日(金)) 心電図検査

※新型コロナ感染状況等により変更の場合があります。


